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研究成果の概要（和文）：(1)一般的家庭群において、親は子育てにおける義務感、責任感をも

ち、自らの家庭生活を軸足とした内在的主体性を起点している。(2)市民活動において、個人の

活動のエネルギーとなっているものは、他者と「共にあろう」とする共生意識と社会連帯意識

である。それは他者との相互関係の中から生まれるものである。(3) 親と子の主体性育成と親

と子の関係性の安定は密接不可分の関係であり、「親と子の関係性」の調整は、家庭内の自助努

力だけで解決を図るには困難な場合が多く、そのために社会的サポートが必要である。 

 
研究成果の概要（英文）：(1) In general home, parents have a sense of duty in raising children, 

a sense of responsibility. And, the parents, have the independence, which is based on family 

life. (2)The citizenship has social solidarity and coexistence consciousness, and has become 

a source of energy. It is born out of mutual relationship with others. (3)"Stability of the 

relationship between parent and child" and "cultivate the intersubjectivity of parents and 

children" is closely related. Adjustment of the "relationship between parent and child", is 

often difficult to attempt to resolve only self-help efforts in the home. Social support is 

needed for that. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)先行研究である親子の主体性形成を活動
目的にしてきた「貝塚子育てネットワークの
会」の調査研究結果（2004～2006）として、
親子あるいは市民の主体性育成を目的とし
た子育て支援の課題を以下の５点に整理し

た。 

①当事者親子を実践の主役にすること 

②当事者親子の共通の生活課題を実践の柱
に置くこと 

③当事者親子を主体とする市民活動に、行政
が協働することによって、地域の幅広い非当
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事者を巻き込むことを可能にし、地域全体の
生活課題としてより大きな展開が期待でき
る 

④「実践」と「学び」を繰り返すことにより、
実践に理論と方向性が与えられ、理論を共有
し、協調を生むことができる 

⑤当事者に非当事者を含めた「学び」により、
非当事者は当事者の生活課題に共感し「実
践」を共有することができる 

 

(2) 2006年に結成され、大阪市内を活動エリ
アとする子育てグループの支援団体である
「たこやき」は、情報交換や学びの場として、
現在７団体が参加しており、「地域の子育て
力」「家庭の子育て力」「子どもの個育ち力」
の育成を目的に、「いのちの授業」「食育」「乳
幼児の外あそび」の３点を実践課題として設
定している。 

 

２．研究の目的 

(1).「いのちの授業」「食育」「乳幼児の外あ
そび」のそれぞれの子育て支援プログラムを
開発し、普及する。 

 

(2).それぞれの子育て支援プログラムが、親
子の主体性育成にどのような成果があるの
か、調査を通して検証する。 

 

(3).「貝塚ネット」調査研究で得た親子ある
いは市民の主体性育成を目的とした子育て
支援の課題が他のエリアで活用できる普遍
的なものであるか検証する。 

 

(4). 本研究の市民と行政の協働実践は、非当
事者の共感と協調をどのような過程で生ん
でいくのか、また地域福祉教育として成果が
あるのか、実証研究として明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1)子育て支援プログラム開発は、「貝塚ネッ
ト」調査研究で得られた知見を活かし、実践
→調査→学習会→実践を繰り返して、「いの
ちの授業」「食育」「乳幼児の外あそび」それ
ぞれのプログラムを精選し、開発する。 

 

(2)開発した子育て支援プログラムは、講演会、
研修会を通して、他の地域の子育て支援現場
に普及させ、その成果を調査研究しながらさ
らにプログラムを精選していくという研究
方法を採る。 

 

(3)調査は、調査票を用いたアンケート調査及
び、インタビュー調査や見学観察調査を中心
とした質的調査である。 

 
４．研究成果 
(1)食育について 

 親の主体的な食育を育てる食育プログラ
ム開発を目的に、阿倍野区内において「１歳
６か月健診児の子育て当事者調査」を実施し
た（2009 年 7 月 16 日～2009 年 10 月 22 日、
Ｎ＝223）。調査により、以下のような結果が
得られた。 
① 親は、子育てにおける義務感、責任感から
食生活に対しても内在的主体性をもって
取り組んでいる。 

② 親の食事づくりのつらさ感は、「作っても
子どもが食べない」に影響されており、地
域のサポート課題として「近所の親子が集
まって食べる場」（表１）を希望している。 

 
表 1．「作っても食べない」を従属変数とする
地域のサポート課題：二項ロジスティック回
帰分析結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（強制投入法） 
モデルｘ2 検定 ｐ≦.010  判別的中率 84.8％ 

***ｐ≦.001  **ｐ≦.01  *ｐ≦.05    

 
③ 自由記述から、「作っても子どもが食べな
い」ことが、親と子の関係性を不安定なも
のとし、親が主体的に食生活や子育てに向
き合うことを困難にしている。 

④ 考察として、地域の親と子が集まって食べ
ることにより、親同士の連帯感や情報共有
や他の親子との相互作用による自己効力
感が育成されることが推察される。 

 
 
⑤ 今後の地域のサポート課題として、地域の
親子が相互に作用しあう場と支援力があ
げられ、今後の研究課題として、その実践
と検証が求められる。 

 
 
(2)外遊びについて 
 プール学院大学内において、「貝塚ネット」
のスタッフを講師に招き「親と子の外遊び」
を実施した（2009 年 6月～2011 年 3月）。 
『親と子の外遊びプログラム集』（2009 年 5
月、写真 1）を作成し、本冊子に基づき外遊
びを組み立てた（写真 2）。 
 
 
 

二項ロジスティック回帰モデル B 標準誤差 Wald 有意確率 Exp(B)

保育付きクッキング　　　　　　　 0.66 0.399 2.744 0.098 1.935

簡単レシピの紹介 0.699 0.437 2.557 0.11 2.011

伝統食の紹介 0.254 0.643 0.156 0.693 1.289

食の安全などの知識 0.369 0.511 0.521 0.47 1.447

安心できる野菜の直売 -0.406 0.422 0.926 0.336 0.666

近所の親子が集まって食べる場 1.291 0.422 9.368 0.002** 3.636

定数 -2.803 0.454 38.17 0 0.061



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（写真１．『親と子の外遊びプログラム集』表紙） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（写真２．「ひらいた、ひらいた」（2010 年 10 月） 

 

参加者のアンケート調査（2010 年 5月～6月）
から以下のことが明らかになった。 
① 親子一緒に外遊びのスキルを学ぶことに
より、家庭に外遊びの楽しさ、面白さを持
ち帰り、親子間の関係性を安定したものに
する。 

② 参加している親子同士は、交流を深め、つ
ながりのきっかけをつくるが、それ以上の
仲間づくりには発展しない。 

③ 以上の結果から、「地域の仲間づくり」を
目的にするためには、「貝塚ネット」のよ
うに参加者が自らが企画や運営に参加す
るという役割や組織を作る必要が求めら
れる。そのために、日常的な外遊びを設定
することが課題だといえる。 

 

 

(3)「いのちのふれ合い授業」に関して 
 冊子『「いのちのふれ合い授業」のちから』
（2011 年 3月）とフォーラム開催（阿倍野区
民大ホール、2011 年 8 月 20 日、写真 3）を
通して、以下のことが成果と課題として明ら
かになった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真 3．「いのちのふれ合い授業」フォーラム） 

 

① 虐待やいじめなど深刻な背景の下で、「い
のち」という根源的価値を内包した生活課
題を、子育て家庭や市民たちが自ら関わっ
て解決したいという思いから「いのちのふ
れ合い授業」がつくられている。地域や家
庭の内在的主体性が育ちやすい子育て支
援プログラムである。 

② 小学校、中学校、高校という授業の場に、
乳幼児の子育て家庭や妊産婦、子育て支援
者である市民が関わることによって、それ
ぞれの発達段階による生徒の学びがある。
また、同じ地域に生活する異世代が結び合
い、共生意識や社会連帯意識が育ちやすい
プログラムである。 

③ 子育て支援者の調査研究を通して、「いの
ちのふれ合い授業」は、自分自身の親と子
の関係のふり返りが起点となり、そこから、
地域の共生や社会的連帯意識に発展して
いることが示された。 

④ それぞれの地域内での学校との連携の安
定化や、他地域での実践へとつながる支援
の方法を考えていくことが課題である。 
 
 

(4)「しつけ」を通して「親と子の関係性」
を育てる地域の役割 
①「親と子の主体性の育成」について研究し
ていく中で、「親と子の主体性」と「親と子
の関係性」は、密接不可分の関係にあること
がわかった。これらについて、「畠中宗一理
論」（「関係性のなかの自立」）と「鯨岡峻理
論」（「間主観性と相互主体性」）を参考に考
察すると、「子育ては、『親と子の関係性』が
中核にあり、親と子の相互の主体を認め合い
調整を図ることによって、それぞれの自立を
促し、主体的な子育てにつながる」に解釈さ
れる。また、「親子が相互の主体を認め合う」
ことは、親子の「共にありたい」という意識
を前提とすることであり、その調整を地域が



 

 

担うことを通して親子関係の安定化が図ら
れる、という仮説の下に「しつけ」を取り上
げた。 
②行政とNPO法人が協働で実施した子育てひ
ろばの利用者 149 名を対象にした調査（2012
年 4 月～6 月）の結果、自由記述の結果から
「しつけがわからない」「しつけに自信がも
てない」「怒らずにしつける方法を知りたい」
など、９割前後の利用者がしつけに関心をも
ち（図 1）、地域にしつけを期待していること
が理解できる（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 1．しつけに関心がありますか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．地域で、しつけの方法について学ぶ機
会があったら、参加したいと思いますか。 
 

④ 「しつけ」の定義を人が主体的に生きるこ
とを可能にするために、自立性と自律性の
基盤の獲得を目的として、親と子がそれぞ
れ自己を振り返り、関係性を調整しながら、
親子が一緒に取り組むことが大切である、
とした。 

⑤ 行動分析学を基盤とする「CSP」（コモンセ
ンス・ペアレンティング）という親支援プ
ログラムを活用して地域で「しつけ」に取
り組み、その成果と課題については、次年
度以降の課題である。 

 
 
(5)今後に向けた課題 
親と子の主体性育成のためには、家庭内の

親と子の関係性の安定が基盤となることが、
本研究から明らかになった。そして、親の主

体性育成は、「親自身の自信と意欲に基づく
親性の発達」と、「他者と共に分かち合いた
い、寄り添いたいという共生意識や社会連帯
意識の育成」が、バランスよく釣り合うこと
によって、より大きな主体性として発達する
と考える。これらは、家庭内だけでは身につ
くことは難しく、親と子が地域の他の親子と
相互に関係をつくること、地域の生活課題を
親が他者と主体的に取り組むことによって、
培うことができると考える。 
今後の研究課題としては、本研究で得た知

見を実践に生かし、「親と子の主体性」「親と
子の関係性」「地域の役割」「共生意識・社会
連帯意識」をキーワードとした研究を深めて
いきたいと考える。 
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